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患者さんに笑顔届けたい

活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!活躍する卒業生!!
シ
リ
ー
ズ 7

　

昨
年
五
月
、
呉
竹
会
総
会
に
て
前

会
長
櫻
井
弘
先
生
の
後
任
と
し
て
呉

竹
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

理
事
長
、
学
校
長
、
教
職
員
、
呉

竹
会
役
員
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、ま
も
な
く
一
年
に
な
り
ま
す
。

諸
先
生
方
に
は「
く
れ
た
け
だ
よ
り
」

の
誌
面
を
お
借
り
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
大
宮
校
に
て
本
学
園
の
第

二
十
七
回
呉
竹
医
学
学
術
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
講
演
で
は
、

日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
の

木
下
優
子
先
生
に
「
緩
和
ケ
ア
の
現

状
と
今
後　

在
宅
を
中
心
に
」
と
題

し
ま
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
発
表
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方

は
、
日
頃
よ
り
学
術
の
研
鑽
に
励
ん

で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
も

例
年
に
な
く
実
り
あ
る
呉
竹
医
学
学

術
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
に
は

第
三
十
九
回
呉
竹
祭
が
行
わ
れ
、
勉

強
の
あ
い
ま
の
一
日
で
す
が
呉
竹
祭

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
実
行
委
員
長
は
じ
め
学
生
さ

ん
、
教
職
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
在
学
中
最
高
の
楽
し
み
や

思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
年
生
の
皆
様
は
明
日
か
ら
は
国

試
に
向
か
っ
て
な
お
一
層
の
勉
強
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

三
月
十
七
日
に
は
卒
業
式
、
四
月

一
日
に
は
入
学
式
が
朝
日
ホ
ー
ル
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
東
京
医
療
専
門
学
校
呉
竹

学
園
は
大
正
十
五
年
に
創
立
さ
れ
た

業
界
屈
指
の
歴
史
を
誇
る
伝
統
校
で

あ
り
今
年
で
創
立
九
十
周
年
の
節
目

の
年
で
も
あ
り
、
初
代
学
校
長
の
坂

本
貢
先
生
の
「
最
高
の
医
療
を
届
け

た
い
」
建
学
の
精
神
を
現
理
事
長
坂

本
歩
先
生
が
見
事
に
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
呉
竹
学
園
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
母
校

の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
呉
竹
会
前
会
長
櫻
井
弘

先
生
が
「
旭
日
光
章
」
を
受
章
の
栄

誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
益
々

の
ご
活
躍
と
御
家
族
の
皆
様
方
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

で
永
く
就
労
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ

が
待
機
児
童
の
減
少
に
つ
な
が
る
よ

う
な
試
み
も
始
め
ま
し
た
。

　

柔
道
整
復
科
に
お
い
て
は
、
創
設

さ
れ
た
昭
和
二
十
三
年
当
時
と
は
医

療
制
度
や
人
口
構
造
、
柔
道
整
復
師

に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

伴
い
そ
の
仕
事
内
容
も
変
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

い
か
な
る
社
会
変
化
に
も
対
応

し
、
ス
ポ
ー
ツ
現
場
や
災
害
時
の
救

護
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
支

援
な
ど
、
ま
だ
十
分
に
確
立
で
き
て

い
な
い
あ
ら
ゆ
る
地
域
や
環
境
に
お

い
て
、
骨
折
・
脱
臼
・
捻
挫
・
打
撲
・

軟
部
組
織
損
傷
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
そ
の
技
能
を
活
か
し
て
柔
道

整
復
師
が
貢
献
し
得
る
環
境
を
確
実

に
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
環
境
で
も
活
躍
で
き

る
知
識
と
技
能
を
持
っ
た
柔
道
整
復

師
を
育
成
す
る
た
め
に
、
学
校
と
し

て
介
護
予
防
運
動
指
導
員
や
ス
ポ
ー

ツ
関
連
資
格
の
取
得
等
を
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
の
発
展
に
は
、
呉
竹
会
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
り
、
今
年
度
中
に
は
校
了
で
き
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
卒
業
生
対
象
に
は
小
杉
先
生

を
講
師
と
し
て
、
夜
間
に
医
古
文
入

門
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

坂
本
貢
先
生
は
鍼
灸
治
療
を
身
近

な
治
療
法
と
し
て
後
世
に
残
し
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
鍼
灸
治
療
の
受

療
率
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
鍼

灸
治
療
離
れ
に
な
り
そ
う
な
気
配
さ

え
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
東
洋
医
学
普

及
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
の
時
か

ら
鍼
灸
治
療
を
受
け
て
い
る
と
い
う

環
境
を
作
ろ
う
と
、
新
宿
区
と
渋
谷

区
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
教
員

が
赴
き
、『
小
児
鍼
』
の
公
開
講
座

を
行
い
、
子
ど
も
と
母
親
に
小
児
鍼

の
効
果
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
社
会
貢
献
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
頃
に
は

そ
の
種
が
芽
生
え
、
子
ど
も
の
時
か

ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
鍼
灸
治
療
を

受
け
て
い
る
社
会
が
実
現
し
て
い
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
保
育
士
の
方
に
も
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
仕
事
が
原
因
の
身
体

的
負
担
や
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と

　
「
東
洋
医
学
の
灯
を
消
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
坂
本
貢
先
生
の
志

を
継
承
し
て
、
ま
ず
は
『
東
洋
医
学

概
論
』
の
教
科
書
の
復
刻
本
を
作
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
が

三
十
数
年
前
に
学
校
に
助
手
と
し
て

採
用
さ
れ
た
当
時
、
毎
週
土
曜
日
に

村
田
先
生
、
織
井
先
生
、
猪
狩
先
生
、

桑
原
先
生
、
野
呂
先
生
、
小
杉
先
生

等
が
漢
方
概
論
の
勉
強
会
を
さ
れ
て

お
り
、
私
も
末
席
に
加
え
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
原
典
を
読

み
な
が
ら
の
勉
強
会
は
緊
張
し
た
時

間
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
勉
強
会
の

成
果
物
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
東
洋
医

学
概
論
』
の
教
科
書
で
あ
り
、
是
非

こ
の
教
科
書
を
復
刻
い
た
し
た
い
と

想
い
ま
す
。
ま
た
現
在
使
用
し
て
い

る
統
一
教
科
書
は
、
東
洋
医
学
概
論

と
中
医
学
が
合
わ
さ
っ
た
内
容
で
あ

る
た
め
、
本
校
で
は
古
典
の
原
典
を

載
せ
な
が
ら
東
洋
医
学
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
副
読
本
を
桑
原
先
生

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
成
を
し
て

れ
て
き
た
伝
統
医
学
に
科
学
的
な
視

点
を
導
入
し
、
体
系
的
な
教
育
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
本
校
の
実
績
は
日

本
初
の
「
鍼
灸
教
員
養
成
課
程
」
の

設
置
を
含
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

教
員
の
先
輩
方
は
坂
本
貢
先
生
の

志
を
引
き
継
ぎ
、
長
年
に
わ
た
り
勉

強
会
を
重
ね
る
中
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

教
科
書
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
を
基
に

後
進
の
指
導
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ら

の
教
科
書
や
資
料
の
中
に
は
散
逸
し

て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
先
人
の
方
が
残
さ
れ

た
呉
竹
学
園
の
遺
産
を
守
る
こ
と
が

現
在
在
籍
す
る
私
た
ち
教
職
員
の
責

務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
呉
竹
学
園
の
歴
史
的
遺
産
の
収

集
と
復
刻
」
は
、
創
立
百
周
年
に
向

け
た
重
要
な
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
資
料
の
収
集
と
保
全

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

呉
竹
学
園
東
京
医
療
専
門
学
校
は

本
年
十
月
に
創
立
九
十
周
年
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
間

を
創
立
百
周
年
に
向
け
て
の
準
備
期

間
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
移
る
頃
、
西
洋

医
学
中
心
の
医
療
体
系
が
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
創
立

者
坂
本
貢
先
生
は
「
東
洋
医
学
の
灯

を
消
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
熱

い
情
熱
を
も
た
れ
、
大
正
十
五
年
に

東
洋
医
学
の
体
系
的
教
育
機
関
と
し

て
東
洋
温
灸
医
学
院
を
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。以
来
九
十
年
に
わ
た
り
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、
鍼
灸
、

柔
道
整
復
の
教
育
に
専
念
し
て
き
ま

し
た
。
か
つ
て
は
経
験
的
に
伝
承
さ

呉
竹
学
園
創
立
90
周
年
に
あ
た
っ
て

呉
竹
会
　
会
長
　
海
老
原　
　
　

勝

創
立
100
周
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み

東
京
医
療
専
門
学
校
　
校
長
　
齊　

藤　

秀　

樹

　文京区小石川に平成27年11月に開院したばかりの「らいと整骨院」。
新進気鋭の治療家である鈴木先生に、柔道整復科時代の同期である東京
医療専門学校柔道整復科教員・柿沼がお話を伺ってきました。
　柿沼　鈴木先生、ご無沙汰しています。本日はお忙しいところありが
とうございます。
　鈴木先生　柿沼先生、ご無沙汰しています。こちらこそ、どうぞよろ
しくお願いいたします。
　柿沼　こちらの治療院は大通りに面していて分かりやすく、一階にあ
るので入りやすいですね。院内もきれいで心地良いです。
　鈴木先生　ありがとうございます。
　柿沼　鈴木先生とは東京医療専門学校の柔道整復科では同じクラスで
したが、ご自身のスポーツでのケガがきっかけで治療家の道を目指され
たのでしたね。
　鈴木先生　はい。トレーナーの専門学校を卒業してから、トレーナー
活動に力を入れている接骨院に７年間お世話になりました。その間に日
本体育協会認定アスレティックトレーナーの資格を取得して、東京医療
専門学校で柔道整復師、鍼・灸・あん摩マッサージ指圧師の国家資格を

取得したのです。
　柿沼　今回初めてお邪魔したのですが、こちらの
整骨院を開院されるまでの経緯と、「らいと整骨院」
という名称の由来を教えていただけますか。
　鈴木先生　私がトレーナーを目指してから11年
経った昨年の11月に、同級生と二人で開院しまし
た。整骨院の名称ですが、「らいと（light）」には「明
るく照らす」という意味と、「軽やか」という意味

があり、落ち込んだ気持ち
を明るく照らし、疲れた身
体を軽やかにして患者さん
に笑顔を届けたいという思
いから「らいと整骨院」と
名付けました。
　柿沼　ありがとうござい
ます。来院される患者さん
にはどのように接してい
らっしゃいますか。
　鈴木先生　治療では、ま
ずは患者さんが「今」感じ
ている痛みを和らげること
を目指しますが、痛みの原
因についてとことん考える
ようにしています。もちろ
ん突発的な外傷はあります
が、ほとんどの外傷・障害
には痛みを誘発する因子があると考え、日々患者さんに接しています。
　柿沼　スポーツ外傷にはどのような対応をされていらっしゃいますか。
　鈴木先生　スポーツ外傷の患者さんはまだ少ないのですが、アスレ
ティックトレーナーの視点から再発防止と競技力向上を意識して治療し
ています。
　柿沼　今後の展望について教えていただけますか。
　鈴木先生　今後は私の学生時代の体験と接骨院での経験を活かして、
部活動に励む中高生やスポーツを楽しむ方々のサポートに力を入れてい
きたいと考えています。私もそうだったのですが、ケガに悩みながら練
習を続けたり、痛みを理由にスポーツを諦めそうになったりする方々の
力になれるように、らいと整骨院で今後も精進していきたいと思います。
　柿沼　ありがとうございます。本日は貴重なお時間をいただき誠にあ
りがとうございます。
　鈴木先生　こちらこそありがとうございました。

平成19年３月　トレーナー専門卒業平成21年　日本体育協会認定　アスレティックトレーナー　資格取得　平成23年３月　東京医療専門学校　柔道整復科　卒業　　　　　　　　平成26年３月　東京医療専門学校　鍼灸マッサージ科　卒業　　　　　平成27年11月　トレーナー専門学校で勉強を共にした同級生と文京区小石川に「らいと整骨院」を開業　　

鈴す
ず
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し 

先
生

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル



　　　　　　ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、
必要事項を記入の上 FAXにてお申し込みください。ホームページからダ
ウンロードができない場合は、お電話にてお問い合わせください。（TEL：
03-3341-4043　FAX：03-3358-3976）
　受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますの
で、併せてご確認ください。各講座全日程参加される方に限ります。また、
実技の講習会については相互刺鍼があるため、刺激を受けることが出来な
い方（妊婦・過敏症の方）はご遠慮ください。
　申込締切後、定員を超えた場合には抽選になります。また講義中、HP
掲載用の写真を撮らせていただきます。ご了承ください。

申 込 方 法 卒後臨床研修講座 申込フロー申込フロー申込フロー申込フロー申込フロー

①申込 　東京医療専門学校のホームページトップページから、ページ左側にある『卒後臨
床研修講座』を開き、ご希望の講座の申込用紙をダウンロードし、記入後学校へ
FAXにてお送りください。（FAX：03-3358-3976）

　受講票を事務窓口で
お渡し致します。
　講座が行われる教室
へのご案内を致しま
す。

定員超えによる抽選にもれた場合
　抽選にもれた旨を書面にてお伝え
致します。
　基本的には参加は出来ませんが、キ
ャンセルが出た場合もう一度抽選を
行い、受講可能になった方には学校よ
りお電話致します。

申込キャンセルの場合

申込締切前　ご連絡ください。
申込締切後（振込前まで）
　　　　　　　キャンセル待ちの方へのご連絡もありますので、早

急にご連絡ください。
受講料振込後　早急にご連絡ください。受講料はいかなる理由でも

ご返金出来ません。予めご了承ください。
キャンセルのお電話が頂けない場合
　　　　　　　次回以降、参加が制限される場合がございます。ご

注意ください。

②申込
　締切

③受講日
　当　日

受講可能な場合
　学校より受講料の振り込み願いが
お手元に届きます。
　指定口座へのお振り込みをお願い
します。
　また、当日までにご用意して頂く
ものについてもご案内致します。
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講　座　名 開催日時（予定）／受講料 講　師　／　講　義　内　容

医古文入門（文章編）
５月26日（木）・６月23日（木）・７月21日（木）・
８月25日（木）・９月29日（木）・10月27日（木） 小杉　順一　先生　東京医療専門学校　鍼灸科講師

昨年度に引き続き、今年度も医古文入門を開講します。文字の解説がほぼ終わりましたので、これからは文章の構造を学習しましょう。原文に触
れるのももうじきです。なお、新しく参加される方への方策を構じますので、御心配なく参加してください。

18：30～20：30
全６回　12,000円

リンパ浮腫に対する複合的療法
６月９日（木） 吉田　真紀　先生　ベテル南新宿診療所リンパ浮腫療法士、東京医療専門学校　リンパ浮腫講習会講師

がんの術後、放射線療法照射後、外傷、感染症などから発症するリンパ浮腫。現在リンパ浮腫療法の基礎となる複合的療法は国内でも保険治療の
適応となるなど注目されています。リンパ浮腫治療を長く行っているベテル南新宿診療所のリンパ浮腫療法士がお伝えいたします。

14：00～17：00
3,000円

美容鍼
６月15日（水） 堀口　三恵子　先生　コウ鍼灸治療院院長、東京医療専門学校　鍼灸マッサージ教員養成科講師

美容鍼の治療効果への関心が高まる昨今、美容鍼の第一人者で本校の卒業生でもある堀口三恵子先生を講師に迎えて講習会を開催します。
10：00～15：00
4,000円

美容鍼アドバンスコース
６月22日（水） 堀口　三恵子　先生　コウ鍼灸治療院院長、東京医療専門学校　鍼灸マッサージ教員養成科講師

今年度または昨年度以前に「美容鍼」講座を受講された方を対象に、アドバンスコースを開催します。
10：00～14：00
3,000円

在宅リハビリ入門
７月27日（水） 田中　正人　先生　理学療法士、東京医療専門学校　鍼灸マッサージ科講師

近年、健康志向が高まると同時に身体に対する多様なヘルスケアの需要が期待されています。各種足部の問題に対しても国民の意識は以前よりも格段に
上がっています。その反面、足部の問題に対する検査法や治療プログラムを学ぶ機会は極めて少ないのが現状です。また足部は唯一地面と接する体の土
台となる部分です。そのため変形性膝関節症や腰痛症など多岐にわたって全身に影響を及ぼすことがあります。今回の講義では、明日からの治療に生か
せるよう基本的な足部機能の検査と治療の実技を行います。また足部構造を修正するためのカスタムインソール（足底板）の作成方法も紹介致します。

14：00～17：00

3,000円

良導絡　入門
８月１日（月） 森川　和宥　先生　東京医療専門学校鍼灸マッサージ教員養成科講師、良導絡専門師

良導絡治療は、経絡を電気で捉える客観的な現代鍼灸治療です。自律神経の興奮性を、皮膚通電抵抗を指標として捉え、鍼灸（直流電気）で調整
する治療法です。学会認定の良導絡専門鍼灸師が基礎から臨床まで解説いたします。

14：00～17：00
3,000円

足元から整える～女性疾患と美容
に活かせるフットアナライズ～

８月24日（水） 髙畠　樹理　先生　コウ鍼灸治療院副院長、（一社）日本美容矯正セラピスト協会本部認定講師
本講座では下肢に注目して、テーピングや手技療法を取り入れ体のバランスを整えます。女性特有の歪みからおこる疾患やボディメイキングの他、
美容鍼と組み合わせることで相乗効果が期待されます。

14：00～17：00
3,000円

不妊治療（アドバンスコース）

９月８日（木） 徐　大兼　先生　アキュラ鍼灸院院長、アキュラ生殖医療アカデミーディレクター
『不妊治療』講座を受講された方
１）不育症・習慣性流産、PCOS、高プロラクチン血症、橋本病などの生殖障害の原因と対応
２）生殖医療の現場で使われるホルモン剤や治療プロトコールと鍼灸併用について
３）難治性不妊の対応と治療
４）生活習慣・食事指導・サプリメントについて
５）カウンセリングについて

14：00～17：00

3,000円

筋・筋膜リリースとディープティ
シューマッサージ

９月28日（水） 広橋　憲子　先生　国立大学法人筑波技術大学非常勤講師（マッサージ実技）、北京・ロンドン両オリンピック競泳日本代表チームトレーナー
マッサージなどの手技で患者の愁訴に対応する時、自分の持ち駒のテクニックが多いと助かる。治療をして思ったほど効果が上がらない時や、定期的に来院される患者に慣れが生
じた時に、今までとは違う手技を使ってみてはどうだろうか？
今回は英国で学んだ、すぐ使える新しいテクニックを身に付ける「実技実習」を行います。
「筋膜リリース」は、全身の筋肉を包み、体全体をネットワークする筋膜にアプローチする。運動器系障害の時、鍼やマッサージ治療で、愁訴の改善があまり見られぬ時、筋膜を調
整することにより治癒することがある。筋膜が自分のイメージの中にあると、診断や治療の世界が広がります。「ディープティシューマッサージ」は、体の深部にアプローチ出来る
テクニック。深い所をほぐしたい時、痛みが出てしまう為マッサージ出来ない事は有りませんか？今回、体の最深部まで、痛み無くアプローチできるテクニックを身に付けます。

10：00～17：00

6,000円

施術経過を見ながら考える
足部痛の診察と保存療法①

７月９日（土） 深澤　晃盛　先生　野島整骨院
足部の様々な捻挫を主体とし、初診から後療法まで必要な外固定や運動療法の考え方について講義＆実技を行います。

13：00～15：10
3,000円

施術経過を見ながら考える
足部痛の診察と保存療法②

７月24日（日） 深澤　晃盛　先生　野島整骨院
保存療法が主体の足部周辺骨折（下駄、腓骨骨折など）の施術プログラムの組み方や固定法を中心に初期治療を重視した内容で講義します。

10：00～12：10
3,000円

動きの評価と改善エクササイズ
～下肢編～

７月25日（月） 春日井　有輝　先生　法政大学スポーツ健康科学部兼任講師、柔道整復師、日本体育協会公認アスレティックトレーナー
運動器の傷害に対して治療を行う際に、動きの評価は欠かすことができない。特に慢性の障害の場合は不適切な動き方が原因となっていることが多く、動き方を改善しない限り
患部の治療をしても痛みが再発してしまうことがほとんどである。本講義では、身体各部位の傷害と関連づけながら、立位や歩行、スクワット、上肢の挙上などの基本的な動作
をどのような観点で評価するかを紹介する。またそれぞれの評価に応じた改善エクササイズや徒手療法を実践する。

18：30～20：40
3,000円

物理療法器の作用機序と臨床応用
８月28日（日） 村山　大樹　先生　伊藤超短波㈱メディカル事業部関東甲信越第１営業所

医療、スポーツコンディショニングの現場における超音波治療器と低周波治療器について、それぞれの役割や特性と効果を解説致します。
９：30～12：40
3,000円

動きの評価と改善エクササイズ
～上肢・体幹編～

８月29日（月） 春日井　有輝　先生　法政大学スポーツ健康科学部兼任講師、柔道整復師、日本体育協会公認アスレティックトレーナー
運動器の傷害に対して治療を行う際に、動きの評価は欠かすことができない。特に慢性の障害の場合は不適切な動き方が原因となっていることが多く、動き方を改善しない限り
患部の治療をしても痛みが再発してしまうことがほとんどである。本講義では、身体各部位の傷害と関連づけながら、立位や歩行、スクワット、上肢の挙上などの基本的な動作
をどのような観点で評価するかを紹介する。またそれぞれの評価に応じた改善エクササイズや徒手療法を実践する。

18：30～20：40
3,000円



Ａ：リンパ浮腫治療・技術習得コース Ｂ：第５回リンパ浮腫療法士・資格取得講習会

講習期間 平成28年８月27日（土）～　平成28年12月10日（土）
（金曜夜・土曜終日開催を月２回程度予定）

募集期間 １次申込受付期間：平成28年６月10日～ 25日（必着）

受講資格

日本国内における医師、正看護師、理学療法士、
作業療法士、あん摩マッサージ指圧師、柔道整
復師、はり師、きゅう師のいずれか国家資格を
有している方

下記の①および②に該当する方
①日本国内における医師、正看護師、理学療法
士、作業療法士、あん摩マッサージ指圧師のい
ずれかの国家資格を有している方
②上記資格取得後、２年以上の実務経験を有し
ている方もしくは近い将来２年以上の実務経験
を有することになる方

講座概要 実習形式67時間 講義形式：33時間
実習形式：67時間（臨床実習１日含む）

受講費用 一般：税込270,000円（税抜250,000円）
呉竹関係：税込216,000円（税抜200,000円）

一般：税込432,000円（税抜400,000円）
呉竹関係：税込324,000円（税抜300,000円）

会　　場 講習および実習：東京医療専門学校代々木校舎　所在地東京都渋谷区代々木1-55　学園ビル
臨　床　実　習：ベテル南新宿診療所　所在地東京都渋谷区代々木2-6-8　中島第１ビル

募集定員 各コース合わせて26名程度

備　　考
※Ｂの座学の中で行われる専門医による特別講
義の受講を希望される方は別途お申し込むこと
で受講可能。別途料金が必要。

※Ｂを修了された方にはリンパ浮腫療法士認定
試験受験対策指導をおこなっている。認定試験
前に随時参加者に合わせて開催予定。

※平成28年２月15日現在、リンパ浮腫療法士の資格取得には135時限（100時間）以上のカリキュラムの習得後、２年以内に５症例を経験し、（一社）
リンパ浮腫療法士認定機構が行う試験に合格する必要があります。詳しくは（一社）リンパ浮腫療法士認定機構のホームページを参照ください。
一般社団法人リンパ浮腫療法士認定機構　http://www.jclt.jp/

資料のご請求・お問い合わせ
ベテル南新宿診療所　☎03-5333-8482
mail:lt_info@bethel-shinryosyo.jp

こちらもオススメ！
　平成 28 年度の卒後臨床研修講座にて
『リンパ浮腫に対する複合的療法』を開
催予定です。リンパ浮腫治療の基礎とな
る複合的療法の中でも主流となるバン
テージ療法を中心に紹介します。入門編
としても是非ご参加ください！

リンパ浮腫講習会　募集概要

おしらせ !!
　平成 28 年４月より、リンパ浮腫の複合的治療が医科にて保
険適応となりました。この治療にあん摩マッサージ指圧師の有
資格者も定められた条件のもと、施術者の対象になります。

リンパ浮腫リンパ浮腫のの治療家治療家
としてとして活躍する活躍する

　●目的に合わせた２つのコース

Ａ：リンパ浮腫治療・技術習得コース
　実技を中心に習得したい方向けのコース。座学は
既に修了している方やしばらくリンパ浮腫の治療か
ら離れていた方の復習にもお勧めです。リンパ浮腫
の基礎から始まりますので初めての方も大丈夫で
す。
Ｂ：第５回リンパ浮腫療法士・資格取得講習会
　一般社団法人リンパ浮腫療法士認定機構が行うリ
ンパ浮腫療法士の認定を受けるために必要な 100
時間のカリキュラムを設定したコースです。Ａコー
スの内容に加え、特別講義や臨床実習も行い、リン
パ浮腫治療のスぺシャリストを養成します。

　●働きながら通える週末開催

　講習は金曜日の夕方～、土曜日の開催です。仕事
や学校になるべく支障の出ない時間を設定しまし
た。（金＆土曜日　月２～３回開催予定）

　●第一線で活躍中の講師陣

Ｂ：第５回リンパ浮腫療法士・資格取得講習会では、
常日頃治療の第一線で活躍中の医師の方々に多方面
からお越しいただく特別講義を用意しました。基礎
となる解剖学、生理学をはじめ、乳腺科、婦人科、

血管外科、形成
外科など、リン
パ浮腫の治療に
欠かせない講義
が盛りだくさ
ん。

　第４回目となりますリンパ浮腫講習会が昨年も開催
されました。
　前回まではリンパ浮腫療法士認定機構の認定対象と
なる医師、看護師、理学療法士、作業療法士、あマ指
師、柔道整復師が受講対象でしたが、昨年から鍼灸師
の方もご参加いただけるコースを設定いたしました。
　国内では悪性腫瘍の手術後に発症しやすいリンパ浮
腫。その症状を理解し施術できるセラピストがまだま
だ少ない状況です。東京医療専門学校ではリンパ浮腫
の施術ができるセラピストを育成する講習会をベテル
南新宿診療所と共に毎年開催しております。ご興味の
ある方はお気軽にお問合せください。
〈ベテル南新宿診療所〉LT担当：吉田真紀
　Email：lt_info@bethel-shinryosho.jp

2015リンパ浮腫2015リンパ浮腫
講習会開催報告！講習会開催報告！
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生
の
旭
日
双

光
章
受
勲
祝
賀
会
が
高
崎
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約

三
百
名
が
集
ま
り
、
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
群
馬
県
知
事
、

衆
参
議
員
を
は
じ
め
、
医
師
会
、

中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
、
柔
道
連
盟
、
群
馬
大

学
、
日
本
柔
道
整
復
師
会
の
各
会

長
、
東
京
医
療
専
門
学
校
か
ら
は

坂
本
歩
呉
竹
学
園
理
事
長
、
海
老

原
勝
呉
竹
会
長
、
菊
池
本
明
呉
竹

会
相
談
役
、
群
馬
県
呉
竹
会
の
会

員
方
々
、
ま
た
、
御
友
人
多
数
が

出
席
し
、
櫻
井
先
生
の
交
友
関
係

の
広
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
祝
辞
を
は
じ
め
、
高

崎
高
校
育
英
基
金
・
上
野
三
碑
世

界
記
憶
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
・

ベ
ト
ナ
ム
教
育
里
親
の
会
へ
そ

れ
ぞ
れ
基
金
贈
呈
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
記
念
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
祝
宴
途
中
、「
北
川
大
介
歌

謡
シ
ョ
ー
」
が
あ
り
、
会
場
の
雰

囲
気
は
最
高
潮
に
達
し
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

 

（
牛
込　

信
喜
）

受
勲
祝
賀
会

受
勲
祝
賀
会
がが
開
催
さ
れ
る

開
催
さ
れ
る

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章
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訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
治

療
院
が
増
え
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
対
象

が
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
後
な

ど
身
体
機
能
が
低
下
し
た
要
介
護
者

や
虚
弱
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落
、
歩
行
訓
練
中

の
転
倒
な
ど
が
多
く
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
対
応
中
の
事
故
事
例
を
み

る
と
、
年
齢
別
で
は
八
割
が
九
十
歳

以
上
、
事
故
発
生
場
所
別
で
は
八
割

が
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
所
施

設
で
す
。

　

事
故
別
で
は
ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落

四
割
、
歩
行
訓
練
中
の
転
倒
四
割
、

関
節
可
動
域
訓
練
中
の
事
故
が
二
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落
に
つ
い
て

は
、
ベ
ッ
ド
柵
を
す
る
の
を
忘
れ
て

　

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
増
加
に
よ
り
、
訪
問

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
訪
問
鍼
灸
の
提
供
な
ど
「
介
護
予
防
」

に
お
い
て
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
果
た
す
役
割
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
中
の
事
故
に
つ

い
て
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
　

■
転
倒
・
転
落
が
多
い

Ａ
こんな

とき

　  ど
うする

？
東京海上日動火災保険株式会社

本店損害サービス部
医療賠責損害サービス室

東京海上日動火災保険株式会社
本店損害サービス部

医療賠責損害サービス室

訪問マッサージ中の事故訪問マッサージ中の事故訪問マッサージ中の事故訪問マッサージ中の事故訪問マッサージ中の事故訪問マッサージ中の事故訪問マッサージ中の事故

退
出
し
て
し
ま
う
、
座
位
の
保
持
が

で
き
な
い
人
を
ベ
ッ
ド
に
座
ら
せ
た

ま
ま
、
車
椅
子
の
操
作
を
し
て
い
る

う
ち
に
転
落
さ
せ
る
な
ど
、
介
護
の

不
慣
れ
や
経
験
不
足
が
原
因
と
み
ら

れ
る
事
故
も
あ
り
ま
す
。

　

受
傷
内
容
は
骨
折
八
割
、
打
撲
二

割
、
受
傷
部
位
は
下
肢
六
割
、
そ
の

他
四
割
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
対
象
は
、
す

で
に
重
い
疾
病
や
障
害
の
あ
る
高
齢

者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
車
椅
子

か
ら
ベ
ッ
ド
に
移
る
際
に
、
ち
ょ
っ

と
よ
ろ
め
い
て
ベ
ッ
ド
柵
に
ぶ
つ

か
っ
た
だ
け
で
も
肋
骨
を
骨
折
し
て

い
ま
す
。

　

大
半
の
方
が
治
癒
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
に
は
退
院
す
る
こ
と
な
く
亡

く
な
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

居
住
事
故
発
生
場
所
が
、
入
所
施

設
の
場
合
は
介
護
力
が
あ
り
ま
す
の

で
問
題
な
く
退
院
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
宅
の
場
合
は
入
院
が
長
期
化

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

事
故
が
起
こ
っ
た
ら
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

事
故
直
後
は
、
患
者
さ
ん
が

痛
み
を
訴
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
遠
慮
な
さ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
を
受
診
し
手
当
を
受
け
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
後
に
な
っ
て
急
変
し

た
り
、
患
者
ご
家
族
か
ら
「
病
院
に

も
連
れ
て
行
か
な
か
っ
た
」
と
指
摘

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

初
診
の
際
は
、
で
き
る
限
り
同
行

し
、
医
師
に
事
故
状
況
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
診
断
書
の
作
成
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
も
と
も
と
何
ら
か
の

疾
病
や
障
害
を
お
持
ち
で
す
の
で
、

事
故
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
症
状
と
前

か
ら
あ
っ
た
症
状
と
の
区
別
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
賠
償
の

範
囲
や
金
額
に
影
響
す
る
か
ら
で

す
。

　

そ
の
後
も
施
設
の
職
員
や
患
者
ご

家
族
に
対
し
て
定
期
的
に
電
話
や
面

談
で
フ
ォ
ロ
ー
し
、
治
療
経
過
を
追

い
ま
し
ょ
う
。
患
者
ご
家
族
か
ら
の

請
求
を
の
ん
び
り
待
っ
て
い
る
う
ち

に
本
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

相
続
が
発
生
し
、
賠
償
金
を
誰
に
お

支
払
い
す
る
か
の
確
認
や
手
続
き
が

大
変
に
な
り
ま
す
。

　

治
療
終
了
時
に
は
、
症
状
固
定
の

診
断
書
（
後
遺
障
害
診
断
書
）
を
主

治
医
に
お
願
い
し
、
そ
れ
か
ら
賠
償

額
の
算
定
と
示
談
交
渉
を
行
い
ま

す
。

賠
償
額
を
算
定
す
る
に
は
何

が
必
要
で
す
か
。

次
の
資
料
の
提
出
を
患
者
ご

家
族
ま
た
は
施
設
に
お
願
い

し
ま
す
。

① 

後
遺
障
害
診
断
書
（
症
状
固
定
と

後
遺
障
害
の
有
無
・
程
度
を
確
認

し
ま
す
）

② 

医
療
費
明
細
書
、
領
収
書
（
医
療

費
と
入
通
院
期
間
を
確
認
し
ま

す
）

③ 

交
通
費
、
看
護
料
、
諸
雑
費
の
明

細
書
、
領
収
書

④ 
死
亡
診
断
書
、
死
体
検
案
書
（
死

亡
の
場
合
の
み
）、
な
ど

事
故
を
起
こ
す
と
賠
償
に
い

く
ら
か
か
り
ま
す
か
。

賠
償
額
は
、
事
故
の
態
様
、

患
者
さ
ん
の
重
症
度
な
ど
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

数
日
の
通
院
で
済
む
よ
う
な
軽
症

で
す
と
、
治
療
費
、
交
通
費
、
慰
謝

料
を
含
め
て
五
万
円
〜
十
万
円
ぐ
ら

い
。
骨
折
に
な
る
と
入
通
院
期
間
が

長
く
な
る
た
め
賠
償
額
は
高
額
に
な

り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
裁
判
に
な
っ
た
場
合

の
慰
謝
料
基
準
で
賠
償
額
を
見
る

と
、
囲
み
の
事
例
１
〜
３
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

賠
償
額
は
、
医
療
費
、
交
通
費
、

看
護
料
、
諸
雑
費
な
ど
の
実
費
に
慰

謝
料
を
足
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

慰
謝
料
に
は
、
①
傷
害
慰
謝
料
、

②
後
遺
障
害
慰
謝
料
（
障
害
の
程
度

に
応
じ
て
百
十
万
円
〜
二
千
八
百
万

円
）、③
死
亡
慰
謝
料（
二
千
万
円
〜
）

の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

軽
い
事
故
で
済
め
ば
自
分
で

賠
償
金
を
準
備
で
き
ま
す

が
、
高
額
に
な
る
と
大
変
で
す
ね
。

大
変
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

賠
償
責
任
保
険
に
加
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
保
険
金
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

保
険
適
応
の
対
象
と
な
る
に
は
、

身
体
の
障
害
（
健
康
被
害
）
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
、
過
失
の
あ
る
こ

と
、
過
失
と
事
故
の
間
に
因
果
関
係

が
あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す
が
、
解
決
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
る
ほ
か
、
交
渉
が
難
航
す
る
場

合
は
弁
護
士
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
弁
護
士
費
用
も

保
険
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

事
故
の
連
絡
を
し
た
り
保
険

請
求
を
す
る
と
、
保
険
料
が

上
が
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

保
険
料
は
上
が
り
ま
せ
ん
。

賠
償
責
任
保
険
の
中
に
は
保

険
金
の
お
支
払
額
に
応
じ
て
保
険
料

の
割
増
を
す
る
商
品
が
あ
り
ま
す

が
、鍼
灸
賠
償
責
任
保
険
制
度
で
は
、

保
険
料
は
上
が
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

は
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月

末
現
在
六
百
十
九
万
人
で
、
十
五
年

間
で
二
・
四
倍
に
な
り
ま
し
た
（
厚

生
労
働
省
「
介
護
保
険
事
業
状
況
報

告
」）。
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
活
躍

す
る
場
は
ま
す
ま
す
増
え
そ
う
で
す

ね
。

そ
の
通
り
で
す
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
人

材
と
し
て
「
介
護
予
防
」
に
関
わ
る

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
役
割
が
重
要
と

さ
れ
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

は
何
で
す
か
。

団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以

上
と
な
る
二
〇
二
五
年
を
目

途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
の
こ

と
で
す
。

　

他
の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
と
異
な

り
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
強
み
は

な
ん
と
い
っ
て
も
独
立
開
業
し
、
地

域
社
会
に
根
ざ
し
た
活
動
が
で
き
る

こ
と
で
す
。

　

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
訪
問
鍼
灸
の

提
供
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
多
職
種
と
連
携

し
つ
つ
、
地
域
医
療
や
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
牽
引
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

■
賠
償
額
の
算
定

ＱＡ
　

■
賠
償
に
か
か
る
費
用

ＱＡ

　

■
保
険
に
入
る
メ
リ
ッ
ト

ＱＡ

　

■
事
故
後
の
対
応

ＱＡ

　

■
保
険
料
は
上
が
ら
な
い

ＱＡ

　

■
地
域
リ
ハ
の
牽
引
役
に

ＱＡ ＱＡ

事例１
〈事故の概要〉
94歳女性。左膝関節靱帯損傷（治癒）
大腿骨骨折後の歩行困難と疼痛。鍼灸・マッサー
ジを終了し、患者が「眠りたい」と言ったのでベッ
ド柵を半分空けたまま退出した。その後、施設よ
り「ベッドから患者が転落した」と連絡を受けた。
通院日数３日。
〈事故原因〉
転落転倒を予測しておらず、施設への連携もでき
ていなかった。
〈賠償額〉
38,900円（①＋②＋③）
　①治療費：6,000円
　②交通費：4,900円
　③傷害慰謝料：28,000円

事例２
〈事故の概要〉
97歳女性。右上腕骨骨幹部骨折（治癒）
骨粗しょう症、変形性脊椎症、変形性膝関節症、
筋力低下。右上腕骨の内外旋を繰り返していると
きに「ポキッ」と音が鳴って骨折した。通院日数
15日。
〈事故原因〉
疾病に対する知識の不足があった。技術・手技が
未熟だった。
〈賠償額〉
170,400円（①＋②＋③）
　①治療費：11,150円
　②交通費：19,250円
　③傷害慰謝料：140,000円

事例３
〈事故の概要〉
78歳男性。右脛骨近位端開放骨折（死亡）
脳梗塞後の右片麻痺。患者宅の玄関先で階段昇降
訓練中にバランスを崩し転倒。右脛骨近位端開放
骨折を負った。救急搬送された病院で２回手術を
受けたが、３か月後に死亡。
〈事故原因〉
突然のことに驚き患者を支えきれなかった。
〈賠償額〉2,194万円（①＋②＋③＋④＋⑤）
　　　 　①治療費：43万円
　　　 　②交通費：１万円
　　　 　③雑　費：５万円
　　　 　④傷害慰謝料：145万円
　　　 　⑤死亡慰謝料：2,000万円
※ 上記は、実際にお支払いした保険金の額ではあ
りません。

http://www.takachiho-medical.co.jp/    E-mail：medimann@takachiho-medical.co.jp
〒182-0036 東京都調布市飛田給1-45-4   TEL：042-498-1911  FAX：042-480-6361

Quadroflex

鍼灸・手技・理学療法台の最高峰
ジムナ カウチシリーズ
クワドロフレックス

お任せください。鍼灸・接骨用品から開業のサポートまで！
新時代・新医療へのパートナー
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妊
産
婦
ケ
ア
の
先
駆
け
的
存
在
で
あ
る
天
使
の

た
ま
ご
。
藤
原
先
生
の
お
話
を
、
く
れ
た
け
だ
よ

り
平
成
二
十
七
年
秋
号
に
掲
載
さ
れ
た
前
編
に
引

き
続
き
ご
紹
介
し
ま
す
。

天
使
の
た
ま
ご
グ
ル
ー
プ
代
表　

藤
原　

亜
季
先
生

（
東
京
医
療
専
門
学
校
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科　

平
成
十
七
年
度
卒
業
）

後　編 治

療
家

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

OB・OG

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

  

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
科
長　

船
水　

隆
広

【
天
使
の
た
ま
ご　

概
要
】

　

天
使
の
た
ま
ご
は
、
藤
原
先
生

ご
自
身
の
妊
娠
・
出
産
を
機
に
、

二
〇
〇
六
年
に
東
京
都
銀
座
に
開
院

さ
れ
た
妊
産
婦
ケ
ア
専
門
の
鍼
灸
ア

ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ロ
ン
で
す
。

　

妊
娠
し
や
す
い
身
体
づ
く
り
、
妊

娠
中
の
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
（
つ
わ

り
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
冷
え
、
貧
血
、

情
緒
不
安
定
等
）
解
消
、
産
後
ケ
ア

を
求
め
て
、
開
院
以
来
四
万
人
以
上

の
妊
産
婦
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
で
は
「
銀
座
本
院
」
に
加
え

て
、「
自
由
が
丘
院
」、「
横
浜
元
町

院
」、「
不
妊
専
門
院
・
銀
座
」、「
産

婦
人
科
併
設
・
札
幌
院
」
の
計
五
店

舗
で
、
年
間
八
千
件
を
超
え
る
妊
産

婦
ケ
ア
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

船
水　

長
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、お
疲
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
後
、
サ
ロ
ン
開
院
ま
で
の
経
緯

な
ど
に
つ
い
て
も
う
少
し
お
話
を
お

聞
き
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

藤
原
先
生　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

船
水　

先
生
は
、
そ
も
そ
も
ど
の

よ
う
な
き
っ
か
け
で
妊
産
婦
ケ
ア
専

門
の
サ
ロ
ン
を
開
院
さ
れ
よ
う
と
思

わ
れ
た
の
で
す
か
？

　

藤
原
先
生　

私
自
身
の
妊
娠
・
出

産
体
験
か
ら
、
当
時
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
妊
産
婦
さ
ん
の
ケ
ア
を
専
門

と
す
る
治
療
院
を
作
り
た
い
と
思

い
、
二
〇
〇
六
年
八
月
に
サ
ロ
ン
を

開
院
し
ま
し
た
。
開
院
し
た
当
初
、

妊
産
婦
専
門
の
治
療
院
は
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
妊
産
婦
さ

ん
が
一
番
喜
ぶ
治
療
を
し
、
妊
産
婦

さ
ん
の
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
絶
対
に
上
手
く
い
く
と
い
う
強
い

信
念
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

船
水　

治
療
院
の
多
い
銀
座
に
開

業
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
妊
産
婦
さ

ん
の
ケ
ア
に
特
化
さ
れ
た
こ
と
が
強

み
に
な
り
ま
し
た
か
？

　

藤
原
先
生　

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
妊
婦

さ
ん
の
ケ
ア
を
生
涯
の
仕
事
に
し
た

い
」「
今
ま
で
に
な
い
分
野
を
確
立

し
た
い
」
と
い
う
情
熱
だ
け
で
無
我

夢
中
に
や
っ
て
き
て
、
今
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
開
業
し
て

九
年
に
な
り
ま
す
が
、
経
営
が
安
定

す
る
ま
で
に
五
年
か
か
り
ま
し
た
。

　

船
水　
「
天
使
の
た
ま
ご
」
は
、

二
〇
一
六
年
で
開
院
十
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

藤
原
先
生　

は
い
。
先
ほ
ど
申
し

ま
し
た
と
お
り
、
最
初
の
十
年
間
は

と
に
か
く
走
り
続
け
て
き
た
「
挑
戦

の
十
年
」
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
十

年
は
、
今
ま
で
の
十
年
間
を
棚
卸
し

し
て
「
天
使
の
た
ま
ご
」
が
あ
る
べ

き
形
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

船
水　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
本

校
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
の
新
入
生
は

半
数
以
上
が
女
性
で
、
平
均
年
齢
は

三
十
歳
で
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
の
分
野

で
鍼
灸
治
療
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
藤

原
先
生
の
姿
は
、
彼
女
た
ち
の
希
望

に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
。

　

藤
原
先
生　

そ
う
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た

が
、
出
産
・
育
児
と
い
っ
た
女
性
特

有
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
学
業
・
仕

事
と
の
両
立
は
必
ず
悩
む
問
題
で

す
。
私
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
の
三

年
次
に
妊
娠
し
た
の
で
す
が
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
今
の
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
大
切
な
出
来
事
で
し

た
。
女
性
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
仕
事
も
諦
め
ず
に

充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

船
水　
「
天
使
の
た
ま
ご
」グ
ル
ー

プ
に
は
、
何
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
？

　

藤
原
先
生　

現
在
は
二
十
名
の
女

性
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
そ
の
う
ち
鍼

灸
師
は
十
六
名
で
す
。

　

船
水　

い
ず
れ
は
先
生
の
よ
う
な

想
い
を
抱
い
た
方
が
、
開
業
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

藤
原
先
生　

開
業
を
望
ん
で
い
る

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
で
き
る
限
り
の
支

援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
代

表
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
に
彼
女
た

ち
の
働
き
方
の
変
化
に
合
わ
せ
て

「
天
使
の
た
ま
ご
」
が
軌
道
修
正
し

て
い
け
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

船
水　

新
規
出
店
の
場
所
を
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
出
身
地
に
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
は

最
後
に
、
先
生
が
今
後
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
分
野
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

　

藤
原
先
生　

私
自
身
と
し
て
は
、

医
療
機
関
と
の
提
携
を
重
視
し
て
お

り
ま
す
。
鍼
灸
師
と
医
師
が
連
携
し

て
マ
タ
ニ
テ
ィ
分
野
の
研
究
を
深

め
、
学
会
発
表
と
い
う
形
で
伝
え
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ケ
ア

は
妊
産
婦
さ
ん
の
よ
り
良
い
妊
娠
・

出
産
を
主
眼
に
置
い
て
お
り
、
産
婦

人
科
と
治
療
内
容
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
ま
せ
ん
の
で
、
現
状
の
統
合
医
療

を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
て
い
き
た
い

と
想
い
ま
す
。

　

船
水　

一
方
、「
天
使
の
た
ま
ご
」

で
は
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
途

上
国
の
妊
産
婦
を
支
援
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

藤
原
先
生　

は
い
。
途
上
国
で
妊

娠
・
出
産
の
際
に
一
日
七
百
人
以
上

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
に
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ

ば
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。『
い
た

わ
り
・
つ
な
げ
る
』
と
い
う
グ
ル
ー

プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
す
る
こ

と
で
、
百
年
先
の
子
ど
も
た
ち
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

船
水　

藤
原
先
生
、
こ
の
度
は
お

忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

藤
原
先
生　

こ
ち
ら
こ
そ
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　たくさんの人と直接関わる仕事がしたい、そう
思ったのがきかっけです。
　私は中学時代から整骨院にお世話になってお
り、その頃から人の手で直接治してもらう温かみ
を感じていました。私も自分の手で患者さんに触
れ、手から伝わる温かさや心地良さを相手に知っ
てもらいたいと思い、行きついたのが「鍼灸あん
摩マッサージ指圧」。とはいえ、鍼灸の経験がな
かった私は呉竹学園に入学してからしばらくは鍼
灸が怖かったです。
　しかし、その恐怖心があるからこそ鍼が初めて
の患者さんの心に寄り添え、少しのズレが危険を
伴うとわかっているからこそ、丁寧に治療に取り
組めるのだろうと今は思います。

　そして、呉竹学園で学んだ技術・知恵を使い、
仕事していきたいとより強く思ったのはやはり鍼
灸やあん摩マッサージ指圧のすばらしさを三年間
指導してくださった先生方やそれぞれの経験や個
性を生かし互いに高め合っていけるクラスメート
に支えてもらったからこそです。
　私が鍼灸マッサージ教員養成科の進学を決意し
たのは、現時点で今の私は患者さんにしっかりと
説明ができ、求められている治療ができるのか、
と考えた時、まだまだ足りない、もっと勉強した
いと思ったからです。
　国家試験を乗り切り、有資格者として再びス
タートラインに立った今、これからの新しい出会
いに日々ワクワクしています。

向上心を胸に 鍼灸マッサージ教員養成科  　
１年　菊池　百音

卒業生の
ことば



東 京 支 部 勉強会開催
日　時：７月10日（日）午後13時～17時
　　　　（受付12：30より）
会　場：東京医療専門学校　代々木校舎
　　　　東京都渋谷区代々木1-55
会　費：卒業生3000円・在校生2000円
　　　　定員50名
　勉強会終了後に17：30より懇親会をお
こないます。定員30名。
申込先：東京支部事務局　金谷義孝
　　　　TEL／ FAX03-5565-3789
　FAXにてお名前・ご住所・電話番号・懇
親会参加希望を送信ください。
　今回はマタニティケアの第一人者の藤原
亜季先生と歯学博士の浜田義信先生の貴重
な講演です。同窓生、在校生のご参加をお
待ちしております。

藤原亜季先生（鍼灸師・あん摩マッサージ
師・指圧師・アロマセラピスト）
　マタニティケアの第一人者天使のたまご
代表の藤原亜季先生によるマタニティケア
の今後の展望。妊娠中のトラブルに多い腰

痛とむくみ治療に天使のたまごでお客様に
絶大な支持を得ているリラクゼーションの
オリジナルメソッド「漢方アロマテラピー」
の実技デモンストレーションを披露してく
ださいます。（所属　日本鍼灸師会・昭和
大学医学部生理学講座生体制御学部門）

浜田義信先生（歯学博士・死体解剖資格認
定医・東京歯科大学病理学講座元講師・東
京歯科大学大学院歯学研究科元指導教員）
　歯学博士で病理、解剖の講師、東京歯科
大学で研究科の指導教員をされていた経歴
と臨床経験豊富な浜田先生に顎顔面領域の
疼痛や機能障害、難治性の疾患（顔面神経
痛、三叉神経痛、唾液腺分泌異常、異常咬
合、顎関節疾患）について解剖学講義をお
こなっていただきます。

　呉竹会東京支部ではfacebookにて講習
会・セミナー開催情報をお知らせしており
ます。呉竹会東京支部で検索していいね♪
をお願いします。

神奈川支部
　2015年は日本経済のある意味、再生を
かけた戦いの年でもあったと思います。
　環太平洋パートナーシップ（TTP）にお
いては甘利経済担当大臣が、アメリカ主導
を辛くもなんとか頑張って戦って重責を果
たしてくれたようですが、甘利大臣の髪の
色も黒から短期間の間に真っ白になってし
まったのには驚くと同時に、医療人として
はその身に起こったダメージを考えさせら
れました。
　なにはともあれ、我々接骨院や鍼灸マッ
サージ院の業界に吹き荒れる開業の嵐も大
変に厳しいものです。
　時には、今の時代の要請に従い少しずつ
姿形を変える事も必要でしょう。
　例えば、患者様を今迄の様に待っている
だけでなく送迎する仕組みをつくるとかし
て１日平均送迎10人～15人、１カ月250
人～375人増など、呉竹会神奈川県支部の
総会や講習会なのでもこの様な話や、我々
の業界の治療所の急増などに対しての対策
や、これからの接骨院や鍼灸マッサージ院

の予測や行方、有り方などについて活発な
意見交換等が話し合われ治療院間のネット
ワーク化などについても活発な話し合いが
行われました。
　いずれも「今までの生活レベルを維持す
る為には？」「これからの将来的展望は？」
というような切実な不安や悩みに対しての
完全ではないが、環境が変わったならそれ
に合わせてこちらも慎重にかつ時には大胆
に変わらなければならないという未知との
遭遇もありじゃないかという道標も今後は
さらに話し合う事になりました。
　平成27年６月21日に総会と講演会が藤
沢文化センターにて開催され厚木の佐藤祐
司先生が講演されました。
　９月と12月の講演会は逗子の石森相談
役の先生がこれからの近未来にどう生きる
かをパネルディスカッションも入れて講演
会は盛会のうちに終わりました。
（呉竹会相談役・
呉竹会神奈川県支部相談役　石森　勇治）

●日時：2016年5月29日（日）14：30～
●会場：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」

平成28年度　第48回　呉 竹 会 総 会

●日時：2016年5月29日（日）17：00～19：00
●会場：主婦会館プラザエフ　7階「カトレア」
●会費：3,000円（立食形式）

平成28年度　第7回　卒業生の集い

卒業生の皆様
ふるってご参加
ください！

平　成
28年度 イベント予告 Coming

    Soon!イベント予告平　成
28年度

Coming
    Soon!

●日時：2016年10月22日（土）10：00～
●会場：東京医療専門学校（東京校  四谷本部校舎）

　ミニ学校説明会を同時開催します！

平成28年度　第40回　呉 竹 祭

●日時：2016年10月21日（金）10：00～
●会場：呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校）

平成28年度　第28回　呉竹医学会 学術大会

　2016年11月５日（土）、６日（日）、つくば国際会議場にて、７日（月）は、東
京医療専門学校四谷校舎にてWFAS Tokyo/Tsukuba 2016（世界鍼灸学会連合会
学術大会　東京／つくば大会）が行われます。なんと日本での開催は20数年ぶり。
今大会は全日本鍼灸学会と日本伝統鍼灸学会の両団体が運営団体となり、日本の
鍼灸の学術団体22団体が副会頭となりまさにオールジャパンで挑むことになりま
す。
　中国・韓国・アメリカ・ヨーロッパ他、世界中から鍼灸師が日本に集結し、鍼
灸についての学と術を学習いたします。
　日本開催のテーマは「美しき鍼灸」（The Art of Acupuncture）。日本で開発
された管鍼法は、世界でもっとも繊細で華麗な術式と発展しています。その管鍼
法を用いた日本鍼灸は痛みの少ない鍼灸施術として世界に広まっています。その
華麗で美しい手さばきや、日本人独特の所作、そして何より痛みなく、効果が高

いとして世界各国から今、日本鍼灸を学びたいという声が多く寄せられています。
　そこで、今大会は、日本の様々な流派、学術を勉強できる場となるよう工夫を
凝らしています。今の日本鍼灸をしっかりとご覧になりたい方は是非つくば市ま
で足をお運びください。
　更に最終日は、東京医療専門学校四谷校舎にて開催となります。この四谷の地
に世界各国からの鍼灸師が来校し、様々な日本鍼灸の実技スタイルをより身近に
する学習していきます。
※ 東京医療専門学校四谷校舎にて、世界初日本
鍼灸のプロモーションビデオを作製しまし
た。重ねてご覧ください。YOUTUBEにて
WFASで検索です。

　詳しくはHP　www.wfasjapan2016.org/jp/

WFAS Tokyo/Tsukuba 2016（世界鍼灸学会連合会学術大会　東京／つくば大会）のお知らせ
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千 葉 支 部
　この度、呉竹会はもとより、呉竹会千葉
県支部に永きにわたり多大な貢献をされて
いました近藤昌之先生が仕事上の本拠地、
生活の拠点を東京都に移されたのを期に、
私が千葉県支部長を引き継ぐことになりま
した。
　近藤昌之先生の支部長時代にされていた
勉強会等を踏襲しつつも私達の業界もたい
へん厳しい時代を乗り切るため、知恵を出
し合いながら技術向上は勿論のこと、集患
方法・経営・経理・従業員教育等多方面の
方を迎えての勉強会を年に３～４回開催し
ようと思っております。
　これを実現し、より良い内容ある勉強会
を開くために学校関係者・呉竹会理事・他
府県の支部の皆様の人脈・お知恵を拝借さ
せて頂こうと思っておりますので、何卒ご
協力の程お願いいたします。また支部会の
発展のためには何と言っても親睦が欠かせ
ないと思いますので私もなるべく多くの県
内はもとより県外の先生方との交流を充実
させたいと思っております。
　平成28年度の目玉としての企画はJR船
橋近くのホテルにて船橋整形外科の理学療
法士の先生をお迎えしての「リハビリ」に
ついての講演と講演後、講師の先生を交え
ての親睦交流会を開催致します。開催日は
あらためて支部の会員の皆様にはご連絡さ

せて頂きますが、９月中を予定して居ります。
　各勉強会の他に何かアイデアがあれば事
務局か、私の方へご連絡ください。
　最後になりましたが、私の経歴を紹介さ
せて頂きます。昭和54年に柔道整復科㈵
部を卒業し、都内で勉強を重ねた後、佐倉
市内で整骨院を開業し昨年で30周年を迎
えました。年齢も今年で還暦を迎えます。
　残りの人生を学校の更なる発展、呉竹会
の充実、千葉県支部の発展にたいへん微力
ではございますが、皆様のお力添えにより
寄与していく所存でおりますので、何卒よ
ろしくお願いします。
（東京医療専門学校　呉竹会

千葉県支部長　市原　明彦）

群 馬 支 部 元プロ野球トレーニングコーチを招く
　平成27年10月25日呉竹会群馬支部と群
馬県柔道整復師協同組合青年部との共催に
より、講演会が開催されました。
　講師の佐伯先生は、SFジャイアンツ並び
に読売巨人軍のトレーニングコーチを歴任、
演題「プロ野球界におけるトレーニングコー
チ・トレーナーの役割」を豊富な経験と科
学的な根拠を示し講演されました。
　講演前に櫻井会長（群馬呉竹会支部）は
あいさつで「これからの柔整師の経営・運
営法」を例に挙げ指標を示し問いかけまし
た。
　講演前半は質疑応答が活発で、巨人球団
初の専門分野のコーチとして松井秀喜・上
原浩治・高橋由伸たちのウェイトトレーニ
ング・体調管理また若手選手の強化育成に
努めた実績と経験をもとに、肩・肘の障害
の要因、予防法など、また青少年の野球の
指導法、少年期に起こる傷害・予防法など
を説明、随時質問を問いかけたため聴講者
の多種多様な質問を引き出し、それを丁寧

に受け答えました。
　後半は実技で聴講者参加型をとり、野球
以外のスポーツにも応用出来る練習法を聴
講者も一緒に体験しました。
　当講演会は群馬県柔道整復師会多目的
ホールで行われ、呉竹会OB会と本県協同組
合青年部および準会員も参加して盛大に行
われました。

【連絡先】
牛込　信善
群馬県前橋市下石倉町22-6
TEL：027-251-5382

連絡先：〒285-0846
千葉県佐倉市上志津1669-102
市原整骨院内
TEL・FAX　043-489-6663
事務局：〒272-0023
千葉県市川市南八幡3-8-14　山本ビル1F
なごみ整骨院内　三枝　和也
TEL・FAX　047-370-9571
千葉県支部会費納入先：
　　　ゆうちょ銀行　道場支店
普通預金　7028582
名義人　市原　明彦

栃 木 支 部
　在宅医療に関する問題。
　日本の高齢者人口は2042年にピークを
迎えるという。私が存命ならば82才であ
り、まさしく後期高齢者の代表となる。
　私が生まれたころ（昭和35年）には
70％以上の方が自宅で看取られており、
それが当たり前であったが、昭和50年に
は病院と自宅とがほぼ半々となり、平成
17年のデータでは（古いデータで恐縮だ
が）82％の方が病院で最期を迎えている
そうだ。
　つまり、現在では『死』は病院にこそ在っ
て自宅に在るものではなく、人が老いさら
ばえ病を得て死にゆくさまを間近に見るこ
ともなく、核家族となり大切な人の看取り
もなくなってきている。
　以前には当たり前であった『人が最期を
迎える様』の学習ができなくなり、死とい
う最も大きな恐怖を知らずに自身が死を迎
える事となる。
　また、看取りの問題もさることながら、
高齢者が増加し医療資源への圧迫が進めば
大変な問題となり、今後も適切な医療を提
供し続けるため、患者自身の自宅へ赴く在
宅医療の提供（現在の往診に非常に近い）
を確保することは必須。そのために患者自
身が住む地域内での在宅医療ネットワーク
を構築することが重要課題となってきた。
　前述した状況に対し、地域の医療ネット

ワークに柔道整復師や鍼灸師・マッサージ
師などが参加することで、私たちの持つス
キルを十分に活用できると思われる。
　すなわち、病院は混雑を避けられ、患者
は希望する治療（施術）を自宅で受けられ、
われわれも新たなニーズに対応して稼ぎを
増やせるという『win-win-win』の三者関
係構築である。
　柔道整復師療養費は平成23年度を境に
マイナスとなっているが、免許取得者数も
開業施術所数も増加の一途であることを鑑
みれば、今後の収入に不安が生じるのも当
たり前であり、そんな中でも信頼を失わず
に十分な糧を得ていく方法の一つとして対
応していくべきであろう。
　われわれが苦手な事の一つに『他職種と
の連携』が挙げられるが、在宅医療に関し
てはこの問題がネックとなりそうだ。
　業界全体としてシステム自体を見直し、
社会から医療資源として『どうしても必要』
と思われる存在にならねば。
　さて、最後に皆さんにお尋ねしたい。
　「あなたはどこで最期を迎えたいです
か？」
　「そこに至るまでの医療をどこで受けた
いのですか？」
　「その医療資源として私たちは必要とさ
れていますか？」

（栃木県　塚原　　剛）

茨 城 支 部 関東東北豪雨による鬼怒川堤防決壊、甚大なる浸水被害
　台風18号から変わった温帯低気圧の影
響で茨城県で記録的な豪雨となり茨城県西
地域を流れる鬼怒川の水位が警戒レベルを
超え、９月10日午後０時50分頃川の堤防
が決壊し常総市が大規模な洪水により甚大
な浸水被害に見舞われました。
　浸水は、東西４キロ南北18キロにわたり
常総市役所など中枢機関を含め市のほとん
どが浸水したことにより、社団の会員、呉竹
会の会員も床上浸水など多数の者が被災し
治療が出来なくなり非常事態となりました。
　そして決壊から３日が経った13日床上
浸水し水が引いた後支援活動が始まりまし
た。自衛隊のヘリが飛び交い災害派遣車両
が行きかうなど交通規制が多い中また冠水

等で通行止めが多々ある中迂回しながら現
地に入りました。
　町の中では清掃や消毒そして被災したゴ
ミや更に住宅等の屁泥家財道具や漂流して
きた草木、家庭用品など多くの漂流物が山
のように積み重ねており、どの作業を取っ
ても人手が必要で災害時ボランティア活動
の重要性で痛感させられました。
　被災された皆様方の一日も早い復興を
願っております。

【連絡先】
海老原　勝
取手市高須96-2
TEL：0297-83-4811

埼 玉 支 部 埼玉支部座学勉強会活動に向けて
　平成28年８月11日（日）、呉竹医療専
門学校（大宮校）にて昨年４月同様、呉竹
会埼玉支部座学勉強会を踏まえて更に内容
を工夫、より卒業生との絆を深く膨らませ
るべく、在校生・卒業生問わず垣根のない
オール呉竹会の未来に向け多くの人々のご
参加また協力を頂きながら、暗中模索では
ございますが繋がりを深め進めていきたい
と思っております。
　また「くれたけだより」の場をお借りし
埼玉県支部会行事に参加して頂ける先生
方、卒後研修のつもりで、あるいは経験の
少ない卒業生、在校生にアドバイスをいた
だける環境にご協力頂けますようお願いい
たします。
　さて、はり・きゅうの草の根の発掘行動
（鉄は熱いうちにとのことわざも有る中）、
本年２月３日（水）埼玉県草加市立清門小
学校で一年生対象に「昔あそび』という学
習時間（けん玉遊び・お手玉・おはじき・
こま・めんこ等）での開講一番、呉竹会理事、

埼玉呉竹会の大久保秀夫会長が、はり・きゅ
うの知名度の確認と健康管理に大切な医療
であることを若い一年生に愛情込めて語り
かけていました。心に響いた多くの学童ら
から、学習が終了後取り囲まれスキンシッ
プの嵐で（袋だたき？ではなく）廊下を進
めない状況でした、学童に熱く語り、引き
つける話術、はり・きゅうを説く事に驚か
されました。この様に機会あるごとに熱く
成る会長の（ブレーキになり？ではなく）
ご享受により埼玉呉竹会の絆を深めて進み
たいと思いますのでオール呉竹会の皆様今
後ともご指導お願い致します。
（副会長：勝又俊雄
（59年卒本科・鍼灸あん摩マッサージ））

【連絡先】
埼玉呉竹会会長　大久保秀夫
埼玉県草加市長栄町2-1-22
電話：048-942-0433

静 岡 支 部 免疫と腸の神秘
　呉竹会静岡県支部におきましては、免疫
をわかりやすく解説するセミナーを通し
て、病気になりにくい身体をつくる予防医
学の精神を学び、東洋医学系の鍼・灸・あ
ん摩マッサージ・柔道整復の利点をアピー
ルし、この職業に興味のある方々に学校進
学のお勧めをしております。
　免疫に関しましては、免疫細胞の60～
70％は全身免疫をつかさどっているリン
パ節や脾臓ではなく、腸に存在している腸
管免疫が中心となりますが、学ぶほど腸の
大切さがわかってまいります。
　最近では腸が脳をコントロールしている
のではないかと思われる事例も報告されて
おり、臆病なマウスと勇敢なマウスの便を
入れかえることにより、この性格が全く逆
になり、臆病なマウスが勇敢となり、勇敢
なマウスが臆病となる結果がでております。
　これはまだ動物実験ではありますが、ア

メリカにおいては、さまざまな治療に反応
しない難治性疾患の患者に健常者の便を移
植することにより奇跡的な好結果が得られ
たとする報告が複数あります。
　免疫も含め腸の神秘より目が離せない期
間が続きそうです。私たち東洋医学系の施
術者もこの腸の神秘に関与できるのではな
いかと考えております。
　静岡呉竹会では毎年９月頃より本校の募
集要項の説明を兼ね、一般の方を対象に健
康・免疫・自律神経・東洋医学・接骨医療
をテーマとしたセミナーを開催しておりま
す。皆様方のご参加をお待ちしております。

（事務局　増川　裕一）

【連絡先】皆川　裕一
静岡県三島市大場143-2
電話：055-977-1754
（ワコーメディカル）

長 野 支 部
　平成27年９月６日（日）、ホテルモンター
ニュ松本において呉竹会長野県支部総会が
開催されました。
　当日は坂本歩理事長、横瀬稔事務長、海
老原勝呉竹会会長が遠路はるばるご出席く
ださいました。また全県から18名の会員
が集い盛会のうちに終了したしました。
　続く懇親会では若い会員が頼もしく見
え、ご来賓の先生方のお人柄も知れ大いに
盛り上がりました。
　くれたけだより第39号でもお知らせ致
しましたが、那須野前会長が中途辞任され
ここ数年当支部は休止活動状態でありまし
た。今回新たに役員改選が成され、会員把

握の問題や事業内容等
について検討がなされ
ました。
　新役員は以下の通り
会長　阿部修三／副会
長　西沢成章・関崎浩
／理事・監事　下平寛志・浅川正徳
会計　中沢袈裟春／顧問　菊池本明
　会員把握を徐々にしつつ、年１回学術講
演会等開催してゆく予定です。（西沢　成章）

【連絡先】
会　長　阿部　修三
諏訪市湖南6539-2　TEL0266-53-1282
事務局　西沢　成章
松本市蟻ケ崎4-3-49　TEL0263-36-7180

支 部 活 動 報 告
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〒160-0008 東京都新宿区三栄町三番地

東京医療専門学校内
電話 03-3341-4043
FAX 03-3358-3976

ホームページ
http://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所

呉 竹 会東京医療
専門学校

維持会費の納入にご協力をお願いします

　呉竹会では、会報発行や、各種呉竹会行事の運営など、様々な活
動をご支援いただくため、維持会費の納入を「くれたけだより」春
号に振込用紙を入れ、皆様方にお願いしております。
　維持会費は主に、学校と卒業生を結ぶ「くれたけだより」の発行
に大きな役割を果たしております。
また、現役在校生が10月に開催する「呉竹祭」を支える役割も果た
しております。
これからの東京医療専門学校・呉竹会発展のためにも、ご協力の程
宜しくお願い申し上げます。

一口1,000円以上での納入をおねがいしておりま
す。「くれたけだより」春号をお送りしている宛名の用紙が振込用

紙になっています。

みずほ銀行　四谷支店　普通預金口座　口座番号：１４６２７１１
　口座名義：呉竹会
※振込人入力例：登録番号[ １２３４５６（H-1234）宛名に印字さ
れています）＋クレタケ　タロウ
必ず登録番号とお名前（カタカナ）を付けてお振込下さい。

　維持会費納入者一覧を「くれたけだより」秋号に掲載させていた
だきます。「登録番号」の記入がないため、お振込人が判明出来な
い場合がございますのでご注意ください。

４月

10月

５月

　ご来賓の方々より、医療人として新たな第
一歩を踏み出す卒業生に向けて、医療の最前
線で活躍する先輩の立場から、愛情溢れるご
祝辞が送られます。

●卒業式

　毎年各講演、教室に入りきれないほど盛況な呉竹医学会
は、今年は横浜校舎にて行われます。（詳細は６ページ参照）

●呉竹医学会

　フレッシュな雰囲気の中に若
干の緊張が見え隠れする新入
生。新しい仲間との新しい生活
が始まります。

●入学式

　入学してまもなく体育大
会が行われ、イベントを通
じてクラスの仲も一気に深
まります。

●体育大会

　卒業の集いは、先生方や同窓生と近況を語り合う
場となっております。興味のある方はぜひご参加く
ださい。

●呉竹総会・卒業生の集い

　体育大会と並ぶ当校のビッグイベント呉竹
祭！各種出店でお腹を満たした後は、チャリテ
ィー鍼灸・マッサージでリラックス。卒業生は
もちろん、当校に入学を考えている方にとって
も学校の雰囲気を味わえる良い機会です。皆様
のご来場、心よりお待ちしております！
（詳細は６ページ参照）

●呉竹祭＋ミニ学校説明会

３月

年間
スケジュール


